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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 BEA WebLogic Server™ プラ ッ ト フォームを使用して、 従
来のデスク ト ップ ブラウザだけでな く、 さまざまなタイプの無線デバイス と接
続できる  Web アプリ ケーシ ョ ンを設計および記述する方法について説明します。

このマニュアルの内容は以下のとおりです。

� 第 1 章 「はじめに」 では、 WebLogic Server を使用して Web アプリ ケーシ ョ
ンの対象範囲を無線加入者に拡張する前に、 知っておく必要のある基本的な
情報について説明します。

� 第 2 章 「WebLogic Server での WAP の使い方」 では、 Wireless Application 
Protocol （WAP） アプ リ ケーシ ョ ン環境に適したコンテンツを提供する方
法、 および WAP ゲート ウェイ と  WebLogic Server をコンフ ィ グレーシ ョ ン
して使用する方法について説明します。

� 第 3 章 「WebLogic Server での i-Mode の使い方」 では、 i-Mode アプリ ケー
シ ョ ン環境に適したコンテンツを提供する方法、 および i-Mode ゲート ウェ
イ と  WebLogic Server をコンフ ィグレーシ ョ ンして使用する方法について説
明します。

� 第 4 章 「Writing Web Applications to Include Wireless Subscribers」 では、
WebLogic Server を使用して Web アプリ ケーシ ョ ンの対象範囲を無線加入者
に拡張する方法について、 例と と もに示します。

対象読者

このマニュアルは、 WebLogic Server プラ ッ ト フォームで動作する ト ランザク
シ ョ ン対応 Java アプリ ケーシ ョ ンの構築に関心があるアプリ ケーシ ョ ン開発者
を対象と しています。 WebLogic Server、 Java™ 2, Enterprise Edition （J2EE） プ
ログラ ミ ング、 および無線 Web 技術に読者が精通している こ と を前提と して書
かれています。
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e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン ト は、 BEA の Web サイ ト で入手できます。 BEA のホー
ム ページで [製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ ク します。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、 Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 章ずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 WebLogic Server の Web サイ ト で入手できます。
PDF を  Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一部分） を

書籍の形式で印刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic Server ドキュ メ ン
ト のホーム ページを開き、 [ ドキュ メン ト のダウンロード ] をク リ ッ ク して、 印
刷するマニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader は Adobe の Web サイ ト （http://www.adobe.co.jp） で無料
で入手できます。

関連情報

BEA の Web サイ ト では、 WebLogic Server の全マニュアルを提供しています。
WebLogic Server を使用してアプリ ケーシ ョ ン  サービスを記述する と きに参考と
なる  WebLogic Server の他のマニュアルは、 次のとおりです。

� 『BEA WebLogic Server 7.0 の紹介』

� 『管理者ガイ ド』

� 『WebLogic XML プログラマーズ ガイ ド』
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サポート情報

BEA のドキュ メ ン トに関するユーザからのフ ィードバッ クは弊社にと って非常
に重要です。質問や意見などがあれば、電子メールで docsupport-jp@beasys.com 
までお送り ください。 寄せられた意見については、 WebLogic Server のドキュ メ
ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 ご使用のソフ ト ウェアの名前とバージ ョ ン、 およ

びドキュ メン ト のタイ トルと日付をお書き添えください。 本バージ ョ ンの BEA 
WebLogic Server について不明な点がある場合、 または BEA WebLogic Server の
インス トールおよび動作に問題がある場合は、 BEA WebSupport
（www.bea.com） を通じて BEA カスタマ サポート までお問い合わせください。
カスタマ サポートへの連絡方法については、 製品パッケージに同梱されている
カスタマ サポート  カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 ファ ク ス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容
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表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例 :
import java.util.Enumeration;

chmod u+w *

config/examples/applications

.java

config.xml

float

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例 :
String CustomerName;

すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例 :

LPT1

BEA_HOME

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 
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[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。

例 :

java utils.MulticastTest -n name -a address 
[-p portnumber] [-t timeout] [-s send]

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。

例 :

java weblogic.deploy [list|deploy|undeploy|update]
   password {application} {source}

... コマン ド ラ インで以下のいずれかを示す。 

� 引数を複数回繰り返すこ とができる。

� 任意指定の引数が省略されている。

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる。

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。

表記法 適用
WebLogic Server Wireless Application 開発プログラマーズ ガイ ド ix
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1 はじめに

BEA WebLogic Server™ プラ ッ ト フォームを使用して Web アプリ ケーシ ョ ンの
対象範囲を無線加入者に拡張する前に、 以下の内容に目を通して ください。

� 概要

� 無線データ  プロ ト コル

� WAP プロ ト コルとは

� i-Mode プロ ト コルとは

� その他の無線データ  プロ ト コル

� その他の無線マークアップ言語

� 無線データ  プロ ト コルと無線マークアップ言語の進歩

� 補足情報

Java Blueprint ワ イヤレス  アプリ ケーシ ョ ン Smart Ticket の WebLogic Server への
デプロイ方法については、 Java Smart Ticket Demo 1.1 を参照して ください。

概要

無線インターネッ ト対応の加入者基盤は拡大を続けています。 電気通信企業およ

び無線サービス  プロバイダは、 無線加入者に対してよ りパーソナライズされた
体験を提供しながら も、 利益を生み出す新しいインターネッ ト  サービスを迅速
に開発およびデプロイする方法を探しています。

無線加入者は、 デスク ト ップ インターネッ ト  ユーザやラ ップ ト ップ インター
ネッ ト  ユーザとは異なる欲求を持っています。 このため、 インターネッ ト  サー
ビスは、 さまざまな種類の無線デバイスを使用する加入者に合わせて最適な体験
WebLogic Server Wireless Application 開発プログラマーズ ガイ ド 1-1

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/quickstart/smarticket.html


1 はじめに
を提供するよ う設計しなければな り ません。 このよ う な方法でインターネッ ト  
サービスを開発するには、 無線環境に固有の技術的な問題についての深い理解が

必要です。

無線データ  プロト コル

Hypertext Transfer Protocol （HTTP）、 Transport-Layer Security （TLS）、
Transmission Control Protocol （TCP）、 Hypertext Markup Language （HTML） な
どのインターネッ ト技術を利用して接続を設定および解除し、 無線ネッ ト ワーク
で Web コンテンツを転送するのは、 い くつかの理由によ り効率的ではあ り ませ
ん。 たとえば、 次のよ う な理由が挙げられます。

� HTTP と  TCP は、 無線ネッ ト ワークに関連する断続的なカバレッジ、 長いレ
イテンシ、 および制限された共有バンド幅に対応するよ う最適化されていま

せん。

� HTTP は、 そのヘッダと コマンドを、 よ り効率的な圧縮バイナリ形式ではな
く テキス ト形式で送信しますが、 これは無線ネッ ト ワークの低い帯域幅には

適していません。

� HTTP セッシ ョ ンを設定および破棄する場合、 無線デバイス （ク ラ イアン ト ）

とサーバ間で多くのメ ッセージのやり と りが必要になり ます。

� デスク ト ップ ブラウザ向けの HTML Web コンテンツは、 携帯電話、 個人用
携帯型情報端末 （PDA）、 ページャ、 双方向ラジオ、 およびスマート フォン
の小型画面には有効に表示できません。

� キーボード とマウスがないので、 画面内および画面間の操作が面倒です。 操

作は、 数値キーバッ ドを押すか、 またはペンで入力する こ とによって行いま

す。

これらの製品を使用する無線サービスは、 多くの場合、 低速、 高コス トで、 難し

い操作を強いられます。 このため、 無線データ  プロ ト コルとい う、 Web ベース
のデータを無線ネッ ト ワークで転送するための特別なプロ ト コルが作成されまし

た。 Wireless Application Protocol （WAP） や i-Mode などの無線データ  プロ ト コ
ルは、 無線環境に固有の制約を満たすよ う設計されています。 これらのプロ ト コ

ルは、 データの圧縮率の高いバイナリ転送を使用し、 長いレイテンシと低～中程

度の帯域幅に合わせて最適化されています。 これらのプロ ト コルは、プロ ト コル 
データ  ユニッ ト （PDU） 連結と遅延確認応答をサポート して、 送信メ ッセージ
1-2 WebLogic Server Wireless Application 開発プログラマーズ ガイ ド



WAP プロ ト コルとは
の数を減らします。 また、 これらのプロ ト コルに関連付けられているマークアッ

プ言語によ り、 小さい画面を有効に使用し、 画面内および画面間を簡単に移動で
きるよ うにな り ます。

無線データ  プロ ト コルに関連付けられているマークアップ言語を読み取るには、
無線デバイスにマイ ク ロブラウザが必要です。 マイ ク ロブラウザは、 このマーク

アップ言語を解釈するための特別なク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアです。 たとえば、
WAP 対応デバイスには Wireless Markup Language （WML） マイ ク ロブラウザ
が、 i-Mode 対応デバイスには compact HTML （cHTML） マイ ク ロブラウザがそ
れぞれ搭載されています。

WAP プロト コルとは

Wireless Application Protocol （WAP） 仕様は、 無線データ  プロ ト コル （無線デバ
イス上のマイ ク ロブラウザが無線ネッ ト ワークにインス トールされている  WAP 
ゲート ウェイ と通信するための標準化された手段） とマークアップ言語の 
Wireless Markup Language （WML） から構成されています。 WML は、 WAP 対
応デバイス用のコンテンツ とユーザ  インタフェースを指定するための Extensible 
Markup Language （XML） です。

WAP セッシ ョ ンは、 断続的なカバレッジに対応し、 Cellular Digital Packet Data
（CDPD）、 Code Division Multiple Access （CDMA）、 Global System for Mobiles
（GSM）、 Time Division Multiple Access （TDMA）、 General Packet Radio Service
（GPRS） などのさまざまな無線ベアラ  ネッ ト ワーク上で動作します。 ヨーロッ
パおよび米国のほとんどの WAP サービスは回路切 り替え （ダイアルアップ） で
すが、 WAP はパケッ ト切 り替えネッ ト ワーク上でも動作します。
WebLogic Server Wireless Application 開発プログラマーズ ガイ ド 1-3



1 はじめに
i-Mode プロ ト コルとは

i-Mode 仕様は、 無線データ  プロ ト コル （無線デバイス上のマイ ク ロブラウザが

無線ネッ ト ワークにインス トールされている  i-Mode ゲート ウェイ と通信するた
めの標準化された手段） とマークアップ言語の compact HTML （cHTML） から
構成されています。 cHTML は HTML のサブセッ ト で、 i-Mode 対応デバイス用
のコンテンツ とユーザ インタフェースを指定するために使用されます。

注意 : 出版物によって、 i-Mode は 「i-Mode」、 「I-Mode」、 「I-mode」、 「i-mode」、
「imode」 など、 さ まざまに表記されています。 このマニュアルでは、
「i-Mode」 とい う表記を採用しています。

WAP はオープンでグローバルな仕様ですが、i-Mode は現在のと ころ日本の NTT 
DoCoMo によって開発およびデプロイ されている独自の閉じ られた仕様です。
i-Mode の唯一の実装は NTT DoCoMo のモバイル インターネッ ト  アクセス  シス
テムですが、 ヨーロ ッパと米国の複数の通信企業が i-Mode への関心を表明して
います。

現時点では、 i-Mode は NTT DoCoMo の PDC-P モバイル音声システムのみで動
作しますが、 i-Mode はどのよ う な基盤無線ベアラ  ネッ ト ワーク上でも同様に動
作します。

その他の無線データ  プロト コル

その他の無線データ  プロ ト コルには、 以下のものがあ り ます。

� Phone.com （前 Unwired Planet、 現 Openwave Systems Inc.） によって開発さ
れた Handheld Device Transport Protocol （HDTP）

� OmniSky Corporation によって開発された  OmniSky

� Mobitex Operators Association によって開発された  Mobitex
1-4 WebLogic Server Wireless Application 開発プログラマーズ ガイ ド



その他の無線データ  プロ ト コル
また、 無線業界は、 Voice over IP （VoIP） 技術にも関心を寄せています。 この技
術は、 共通の IP インフラス ト ラ クチャ上で音声およびデータ  ト ラフ ィ ッ クを移
動するためのものです。 無線業界は、 VoIP および無線データ  プロ ト コル技術を
統合して、 音声および Web データを同じ無線チャネルで伝送できるよ うにする
方法を探しています。
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1 はじめに
その他の無線マークアップ言語

その他の無線マークアップ言語には、 以下のものがあ り ます。

� Phone.com （前 Unwired Planet、 現 Openwave Systems Inc.） によって開発さ

れた Handheld Device Markup Language （HDML）

� Palm, Inc. によって開発された Web Clipping

� World Wide Web Consortium （W3C） によって開発された  Extensible HTML
（XHTML） （Basic）

� VoiceXML Forum （AT&T、 IBM、 Lucent、 および Motorola によって設立さ

れた業界組織） によって開発された  VoiceXML

注意 : HDTP は、HDML タグを含んだ Web コンテンツを伝送します。HDTP と  
HDML は、 WAP と  WML の開発に強い影響を与えました。

無線データ  プロト コルと無線マークアップ
言語の進歩

現在存在する さまざまな無線データ  プロ ト コルと無線マークアップ言語は、 将

来単一の無線データ  プロ ト コルと無線マークアップ言語へと進化していく もの

と予想されています。 その根拠と して、 WAP プロ ト コルの採用企業は WAP-NG 
とい う新世代のプロ ト コルに移行し よ う と しており、 AT&T と  NTT DoCoMo は
どちら も  WAP-NG の採用を決定しています。 さ らに、 WAP と  i-Mode は、 共通
のマークアップ言語である  XHTML （Basic） に移行しよ う と しています。
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補足情報
補足情報

以下に、 無線データ  プロ ト コル、 無線マークアップ言語、 無線デバイスの製造
業者、 および無線標準と無線仕様に関する補足情報を参照できる  Web サイ ト を
示します （カテゴ リ順に列挙）。

関連する WebLogic 無線情報

Java Smart Ticket Demo 1.1 (/quickstart/smarticket.html) では、 WebLogic Server 上
で Java Smart Ticket アプリ ケーシ ョ ンを実行する方法を説明しています。

BEA によるホワ イ ト  ペーパー 「Beyond the Wire—Developing Software for Many 
Devices」

BEA 無線ニュースグループ

BEA 無線 FAQ

一般的な無線情報

The Wireless FAQ

FierceWireless

MBizCentral

Unstrung

WirelessDevNet

無線デバイス製造業者

Palm

PocketPC

RIM BlackBerry

Symbian Limited
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1 はじめに
無線標準および仕様

XHTML Basic W3C 勧告

VoiceXML Forum の仕様

The Short Message Peer to Peer (SMPP) Forum

SNPP のページ
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2 WebLogic Server での WAP の使

い方

以下の節では、 Wireless Application Protocol （WAP） に対応したコンテンツを提
供する方法、 および WebLogic Server をコンフ ィ グレーシ ョ ンして WAP ゲート
ウェイ と一緒に使用する方法について説明します。

� 概要

� WAP アプリ ケーシ ョ ン環境

� WAP ゲート ウェイ

� その他の情報源

概要

Wireless Application Protocol （WAP） は、 携帯電話などの無線デジタル デバイス
向けのインターネッ トおよび Web ベース サービスを開発するために WAP Forum 
によって開発およびデプロイ された、 オープンでグローバルな仕様です。 この設

立メ ンバーには、 Ericsson、 Motorola、 Nokia、 Phone.com （前 Unwired Planet、
現 Openwave Systems Inc） とい う主要な無線ベンダが含まれています。

WAP 仕様は、 無線ネッ ト ワークの限界 （狭いバンド幅、 長いレイテンシ、 そし

て予測不能な可用性と安定性） と無線デバイスの限界 （CPU、 メモ リ、 バッテ
リ寿命が限られている こ と、 ユーザ  インタフェースがシンプルであるこ と） を
解決し よ う とするものです。 WAP 仕様は、 無線通信の本質的な要素を 2 つ定義
しています。 これらは、 無線プロ ト コルとアプ リ ケーシ ョ ン環境です。

WAP ゲート ウェイは、 無線ネッ ト ワーク上のク ライアン ト と インターネッ ト上
のアプリ ケーシ ョ ン サーバにホス ト されているアプリ ケーシ ョ ンを接続するも
のです。 WAP ゲート ウェイは、 無線ク ラ イアン ト からアプ リ ケーシ ョ ン  サーバ
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2 WebLogic Server での WAP の使い方
へ要求をルーテ ィングするこ とによ り、 電気通信と コンピュータ  ネッ ト ワーク
の間にブリ ッジを構築します。 これは、 いずれか一方のネッ ト ワークにだけ必要

ですが、 物理的にはどちらのネッ ト ワークにも置く こ とができます。

WAP アプリケーション環境

WAP アプリ ケーシ ョ ン環境は、 ナローバンド  デバイス用の無線アプリ ケーシ ョ
ンのための、 ネッ ト ワーク中立なフレームワークを定義します。 WAP アプリ
ケーシ ョ ン環境の主要な構成要素は、 Wireless Markup Language （WML） と  
WMLScript （WMLS） の 2 つです。

WML

WAP アプリ ケーシ ョ ン用の WML は、 TCP/IP アプリ ケーシ ョ ン用の HTML に
似ています。 WML は、 WAP 対応デバイスのマイ ク ロブラウザとのインタ
フェース用と して特別に設計された、 XML ベースの言語です。 Wireless Markup 
Language 仕様では、 WML ドキュ メ ン ト のタグ と構造が定義されています。

1 つの WML ドキュ メ ン トは、 1 枚または複数枚のカードの集ま りです。 集ま り
の中の各カードは、 明確に定義された 1 つのインタラ クシ ョ ン単位と見なされま
す。 一般に、 1 枚のカードは無線デバイスの 1 つの画面に収まる十分な情報を保
持します。 無線ク ライアン ト に WML ドキュ メ ン ト を提供する方法については、
2-3 ページの 「WAP ゲート ウェイ」 を参照して ください。 WML の一般情報につ
いては、 2-6 ページの 「その他の情報源」 を参照して ください。

WMLScript

WMLScript は、 WAP アーキテクチャに対して一般的なスク リプテ ィング能力を
提供します。 WMLScript は、 ナローバンド通信および無線ク ライアン トの限界
を克服するよ うに設計されています。 たとえば、 WMLScript はサーバにアクセ
スするこ とな く フォーム入力を検証できます。
2-2 WebLogic Server Wireless Application 開発プログラマーズ ガイ ド
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WAP ゲー トウェ イ
WMLScript は .wmls フ ァ イルに記述されており、 それらのフ ァ イルを ドキュ メ
ン ト  ルートに置く こ とによって無線ク ライアン トに提供できます。 ドキュ メ ン
ト  ルート とは、WebLogic Server 上で公開されるフ ァ イルを格納するルート  ディ
レク ト リです。 詳細については、 「Web アプリ ケーシ ョ ンの基本事項」 のディ レ
ク ト リ構造に関する情報を参照して ください。 WMLScript の一般情報について
は、 2-6 ページの 「その他の情報源」 を参照して ください。

WAP ゲートウェイ

次の図に示すとおり、 WAP ゲート ウェイは、 無線ク ライアン ト を含んだ無線
ネッ ト ワーク とアプ リ ケーシ ョ ン サーバを含んだコンピュータ  ネッ ト ワークの
ブリ ッジ と して機能します。

図 2-1   WAP アプリケーションのアーキテクチャ

キャリア ネッ トワーク IP ネッ トワーク

WML over IPWML over WAP WAP
ゲートウェイ

WebLogic
Server
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2 WebLogic Server での WAP の使い方
WAP ゲートウェイの機能

通常、 WAP ゲート ウェイには以下の機能が組み込まれています。

� プロ ト コル ゲート ウェイ — プロ ト コル ゲート ウェイは、 WAP プロ ト コル 
スタ ッ クから  WWW プロ ト コル スタ ッ ク （HTTP および TCP/IP） に リ クエ
ス ト を変換します。

� コンテンツ エンコーダおよびデコーダ — コンテンツ  エンコーダは、 無線
データ  ネッ ト ワーク上を飛ぶパケッ ト の数を削減するために、 Web コンテ
ンツを圧縮エンコード された形式に変換します。

ある無線ク ライアン トが WebLogic Server 上で実行中の WAP アプリ ケーシ ョ ン
に リ クエス ト を送る と、 その リ クエス トは、 まずそれをデコードする  WAP ゲー
ト ウェイを通って HTTP に変換され、 それから適切な  URL に転送されます。 次
に、 その応答がゲート ウェイを通ってルーテ ィング され、 WAP に変換され、 エ
ンコード されて、 無線ク ラ イアン ト に転送されます。 このプロキシ  アーキテク
チャによって、 アプ リ ケーシ ョ ン開発者はネッ ト ワークや端末に依存しないサー

ビスを構築できます。

WAP ゲートウェイのセキュリティ とセキュリティ
の考慮事項

WAP プロ ト コル スタ ッ クのセキュ リ テ ィ  レイヤは、 Wireless Transport Layer 
Security （WTLS） と呼ばれています。 WTLS は、 確立されている  
Transport-Layer Security （TLS） プロ ト コル仕様をベース と しています。

WAP プロ ト コルを採用しているセキュアな接続では、 WTLS （WAP サイ ド） か
ら  SSL （IP サイ ド）、および SSL から  WTLS への切 り替え中に WAP ゲート ウェ

イにご くわずかなセキュ リ テ ィ  リ ス クが存在します。 WAP プロ ト コルではセッ
シ ョ ンをキャ リ アのゲート ウェイから企業のゲート ウェイに リダイレク ト できる

ため、 企業側は、 WAP ゲート ウェイを自社のファ イヤウォールの内側に置く こ

とによってこの最小限のリ スクを制御できます。 次の図に示すよ うに、 企業は 
WAP ゲート ウェイが動作するサーバを制御された環境下に置いて、 あらゆるセ

キュ リ テ ィ  リ ス クを排除できます。
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WAP ゲー トウェ イ
図 2-2   WAP セッションのリダイレク ト

キャ リ アは信頼されている組織であ り、 音声、 フ ァ ッ クス、 コンピュータなどの

データの保護に絶えず責任を持っているので、 企業が独自の WAP ゲート ウェイ
をホス トする必要がない場合もあ り ます。

WAP ゲートウェイ ベンダ

WAP ゲート ウェイを提供するベンダの数は増加し続けています。 WebLogic 
Server は、 あらゆる  WAP 対応ゲート ウェイで正常に機能します。 WAP 準拠の
ゲート ウェイおよび他の WAP 製品の現行リ ス トについては、 WAP Forum がま
とめた 「 WAP Deployment Fact Sheet」 を参照して ください。

キャリア ネッ トワーク IP ネッ トワーク

WAP
ゲートウェイ

WebLogic
Server

WAP
ゲートウェイ

セッシ ョ ンのリダイレク ト

WTLS SSLWTLS
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2 WebLogic Server での WAP の使い方
その他の情報源

以下に、 WebLogic Server プログラ ミング、 WAP、 および WML に関する補足情
報を参照できる  Web サイ ト を （カテゴ リ別に） 示します。

関連する WebLogic テク ノロジ

『WebLogic JSP プログラマーズ ガイ ド』

『WebLogic HTTP サーブレッ ト  プログラマーズ ガイ ド 』

『WebLogic XML プログラマーズ ガイ ド』

「Web アプリ ケーシ ョ ンの基本事項」

一般的な WAP 情報

WAP Forum

Ericsson: Developers' Zone

Motorola

Nokia:WAP Solutions for Mobile Business

Openwave Developer Resources

WAP 仕様およびホワイ トペーパー

WAP 仕様

WAP ホワ イ ト  ペーパー

WAP ツールキッ ト

Nokia WAP Toolkit

Motorola Tools and Downloads
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その他の情報源
Openwave Software Development Kit

Ericsson Developers' Zone
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2 WebLogic Server での WAP の使い方
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3 WebLogic Server での i-Mode の
使い方

以下の節では、 i-Mode アプリ ケーシ ョ ン環境に対応したコンテンツを提供する

方法、 および WebLogic Server をコンフ ィグレーシ ョ ンして i-Mode ゲート ウェ

イ と一緒に使用する方法について説明します。

� 概要

� i-Mode マークアップ言語

� i-Mode ゲート ウェイ

� その他の情報源

概要

i-Mode は、 携帯電話などの無線デジタル デバイス向けのインターネッ トおよび 
Web ベース  サービスを開発するために NTT DoCoMo によって開発およびデプロ
イ された閉じ られた仕様です。 i-Mode の唯一の実装は DoCoMo のモバイル イン
ターネッ ト  アクセス  システムですが、 ヨーロ ッパと米国の複数の通信企業が 
i-Mode への関心を表明しています。

注意 : i-Mode は、 NTT DoCoMo が保有する商標およびサービス  マークです。

i-Mode 仕様は、 無線ネッ ト ワークの限界 （狭いバンド幅、 長いレイテンシ、 そ

して予測不能な可用性と安定性） と無線デバイスの限界 （CPU、 メモ リ 、 バッ
テ リ寿命が限られているこ と、 ユーザ インタフェースがシンプルである こ と）
を解決しよ う とするものです。 i-Mode 仕様は、 無線通信の本質的な要素を  2 つ
定義しています。 これらは、 無線プロ ト コルとマークアップ言語です。
WebLogic Server Wireless Application 開発プログラマーズ ガイ ド 3-1



3 WebLogic Server での i-Mode の使い方
i-Mode ゲート ウェイは、 無線ネッ ト ワーク上のク ライアン ト と インターネッ ト

上のアプリ ケーシ ョ ン サーバにホス ト されているアプリ ケーシ ョ ンを接続する
ものです。 i-Mode ゲート ウェイは、 無線ク ライアン トからアプ リ ケーシ ョ ン  
サーバへ要求をルーテ ィングするこ とによ り、 電気通信と コンピュータ  ネッ ト
ワークの間にブリ ッジを構築します。

i-Mode マークアップ言語

i-Mode アプリ ケーシ ョ ンは、 compact Hypertext Markup Language （cHTML） を
採用しています。 これは、 i-Mode 対応デバイス上のマイ ク ロブラウザとのイン
タフェース と して設計されています。 cHTML は HTML のサブセッ トで、携帯電
話環境向けのいくつかの拡張機能を備えています。 「DoCoMoNet : i モード対応 
HTML」 では、 cHTML ドキュ メ ン トのタグ と構造が定義されています。

i-Mode ゲートウェイ

次の図に示すとおり、 i-Mode ゲート ウェイは、 無線ク ライアン ト を含んだ無線

ネッ ト ワーク とアプ リ ケーシ ョ ン  サーバを含んだコンピュータ  ネッ ト ワークの
ブ リ ッジ と して機能します。
3-2 WebLogic Server Wireless Application 開発プログラマーズ ガイ ド
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その他の情報源
図 3-1   i-Mode アプリケーションのアーキテクチャ

i-Mode ゲート ウェイには、 一般にプロ ト コル ゲート ウェイが含まれます。 プロ

ト コル ゲート ウェイは、 i-Mode プロ ト コル スタ ッ クから  WWW プロ ト コル ス
タ ッ ク （HTTP および TCP/IP） に リ クエス ト を変換します。

ある無線ク ラ イアン ト が WebLogic Server 上で実行中の i-Mode アプリ ケーシ ョ
ンに リ クエス ト を送る と、 その リ クエス ト は、 まず i-Mode ゲート ウェ イを通過

し、 それから適切な URL に転送されます。 次に、 その応答がゲート ウェ イを通

過し、 i-Mode に変換されて、 無線ク ライアン ト に転送されます。 このプロキシ  
アーキテクチャによって、 アプ リ ケーシ ョ ン開発者はネッ ト ワークや端末に依存

しないサービスを構築できます。

その他の情報源

以下に、 WebLogic Server プログラ ミ ング、 i-Mode、 および cHTML に関する補
足情報を参照できる  Web サイ ト を （カテゴ リ別に） 示します。

関連する WebLogic テク ノロジ

『WebLogic JSP プログラマーズ ガイ ド』

『WebLogic HTTP サーブレ ッ ト  プログラマーズ ガイ ド』

『WebLogic XML プログラマーズ ガイ ド 』

キャリア ネッ トワーク IP ネッ トワーク

cHTML over IPcHTML over i-Mode iMode
ゲートウェイ

WebLogic
Server
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3 WebLogic Server での i-Mode の使い方
「Web アプリ ケーシ ョ ンの基本事項」
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http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/webapp/basics.html
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